






A Study of "Guidance Method of Moral Education" in Teacher-training Course







































































































































題，⑨その他の人権問題18）について「 1 ．正しい知識が増えた」，「 2 ．変わらない」，「 3 ．間違っ
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について質問したものと同様）について，「 1 ．興味・関心が高くなった」，「 2 ．もともと興味・






いては「 1 ．興味・関心が高くなった」と回答した学生が約 4 割，「 2 ．もともと興味・関心を持っ
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ていたため変わらない」と回答した学生が 3 割から 4 割となった。①女性の人権問題と③高齢者
の人権問題が低い割合にとどまったのは，上述の「知識」と同じ理由だと考えられる。「 4 ．興味・






学習という学習方法についての質問項目を設定した。「 1 ．主体的に学ぶことができた」，「 2 ．
楽しく学ぶことができた」，「 3 ．クラスの人と仲良くなれた」，「 4 ．もっと参加体験型学習をし
てみたいと思った」，「 5 ．人権学習にふさわしい学習方法だと思った」，「 6 ．面白くなかった」，「 7 ．



















































































































合もあり，本稿では「道徳の指導法」で統一する。A 大学で筆者は「道徳教育論」を 2 コマ担当してい
るが，他の教員が担当する「道徳教育論」も複数開講されている。
16）2010年に大阪府で行われた「人権問題に関する府民意識調査」の調査票の一部を使用した。
17）文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について－第三次とりまとめ－］」2008年，p.5
http://blhrri.org/library/library_hourei_0015.pdf（2015年 9 月18日アクセス）
18）「⑨その他の人権問題」については回答者がいなかったため表を省いている。
19）18）同様。
20）国立教育政策研究所，ibid，p.32
21）50音順やアルファベット順など，メンバーが固定しないようにグループを作っている。
22）文部科学省中央教育審議会「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答
申）」2012年，p.2
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2012/07/24/1323733_3.
pdf（2015年9月18日アクセス）
23）ibid，p.30
24）大阪府「人権問題に関する府民意識調査報告書（分析編）」2012年，p.10
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/1419/00092716/03_ka.pdf（2015年 9 月18日アクセス）
25）大阪府「人権問題に関する府民意識調査報告書（基本編）」2011年，p.29
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/1419/00070310/04%20kekka2.pdf（2015年 9 月18日アクセス）
